
ステンドグラス

展示場３階に、ステンドグラスの展示が

新登場です！多くの人にとって、間近で見

る機会というのはそう多くないでしょう。

ガラスに金属元素が混ざると、その元

素が特定の色の光を吸収することによっ

て、ガラスはさまざまに色づきます。チタン

なら青紫、クロムなら緑、ニッケルは黄色

や紫…。ステンドグラスは、そんな色ガラ

スの魅力をぜいたくに楽しめるものです。

この新展示は、伝統的な工法でつくら

れています。色ガラスのピースをひとつず

つ切り出し、それらを、断面がH字型の鉛

線（ケイム）でつないでいきます。鉛線同

士は、ハンダでくっつけます。ガラスと鉛線

の隙間はパテで固定されています。

上のようなケイムによる工法だけでなく、

さまざまな技法が取り入れられています。

たとえば中央のバラの部分はティファニー

方式といい、ケイムではなく銅テープとハン

ダでつなぐ方法で、繊細な表現がされています。ステンドグラス３面をつなぐのは、砕

いた厚い板ガラスを樹脂で埋めるダル・ド・ヴェールという技法です。

また、絵付けにもご注目ください。顔料をガラスに塗り、焼き付けて描かれていま

す。ただし、紙と異なり、画材が染み込まないので、少し描いては焼き付け、また描い

ては焼き付け…を繰り返して描かれます。このステンドグラスの展示は水都大阪がイ

メージされたものです。よく見ると、ところどころに魚の絵がとても写実的に描かれてい

ます。いずれも淀川水系の絶滅危惧種です。

取材協力：大阪市立クラフトパーク

上羽 貴大（科学館学芸員）
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！


